
12
月
議
会
前
の
全
員
協
議

会
が
25
日
開
催
さ
れ
、
山

手
町
用
地
の
土
地
利
用
、

機
構
改
革
な
ど
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

山
手
町
用
地
問
題
で
は
、

21
年
度
予
算
で
用
地
取
得

基
金
18
億
円
と
合
併
特
例

債
を
合
わ
せ
て
24
億
円
で

買
い
戻
し
、
図
書
館
と
総

合
保
育
所
を
建
設
し
た
い

旨
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

驚
い
た
の
は
、
そ
の
報

告
に
先
立
っ
て
、
沢
辺
瀞

壱
市
長
か
ら
、
「
こ
の
案

（
図
書
館
、
保
育
所
建
設
）

は
、
丸
広
が
東
飯
能
東
口

ビ
ル
を
買
い
戻
し
、
７
・

８
階
を
市
で
利
用
し
て
欲

し
い
と
言
わ
れ
る
前
の
案

で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
含

ん
で
お
い
て
ほ
し
い
」
と

前
置
き
を
し
た
の
で
す
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

保
守
系
の
議
員
か
ら
は
、

「
最
近
は
携
帯
で
本
を
読

む
時
代
。
図
書
館
に
対
す

る
情
勢
も
変
わ
っ
て
い
る
」

「
こ
の
半
年
で
経
済
状
況

が
一
変
し
て
い
る
。
箱
物

を
造
る
こ
と
は
検
討
が
必

要
だ
」
「
山
手
町
に
図
書

館
を
造
る
こ
と
は
決
ま
っ

て
は
い
な
い
」
な
ど
と
こ

れ
ま
で
の
経
過
を
否
定
す

る
発
言
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

新
井
巧
市
議
は
、
「
こ

れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
て

来
年
度
の
予
算
化
を
前
提

に
し
た
計
画
を
見
直
す
か

の
よ
う
な
発
言
は
お
か
し

い
。
こ
れ
ま
で
も
色
々
と

企
業
に
振
り
回
さ
れ
て
き

た
が
、
市
長
は
動
揺
し
す

ぎ
で
は
な
い
か
」
と
市
長

の
姿
勢
を
批
判
し
ま
し
た
。

構
造
的
に
図
書
館
と

し
て
の
利
用
は
無
理

教
育
委
員
会
島
崎
次
長

は
、
「
山
手
町
用
地
（
平

岡
レ
ー
ス
跡
地
）
を
取
得

し
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

議
論
や
調
査
の
経
過
を
説

明
し
、
６
６
０
０
㎡
に
新

図
書
館
を
建
設
す
る
計
画
」

と
報
告
。
同
時
に
、
「
丸

広
ビ
ル
の
構
造
は
、
百
貨

店
用
と
し
て
設
計
・
建
築

さ
れ
た
も
の
で
、
過
重
強

度
は
㎡
当
た
り
３
０
０
㎏
、

図
書
館
だ
と
８
０
０
㎏
が

必
要
で
あ
る
こ
と
が
設
計

し
た
佐
藤
総
合
計
画
か
ら

報
告
さ
れ
て
い
る
」
こ
と

も
付
け
加
え
ま
し
た
。

丸
広
ビ
ル
利
用
問
題

は
分
け
て
議
論
を

金
子
敏
江
市
議
は
、

「
新
図
書
館
や
保
育
所
建

設
案
に
つ
い
て
、
議
論
す

る
こ
と
は
必
要
だ
が
、
そ

れ
と
丸
広
ビ
ル
の
今
後
の

利
用
問
題
は
別
問
題
。
分

け
て
議
論
す
る
こ
と
が
必

要
だ
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

あ
る
役
付
職
員
は
、

「
い
つ
も
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

で
物
事
が
決
ま
っ
て
し
ま

う
。
今
回
も
そ
ん
な
事
に

な
っ
た
ら
、
今
ま
で
何
を

し
て
き
た
の
か
と
い
う
事

に
な
る
。
行
政
と
し
て
の

存
在
が
問
わ
れ
る
」
「
ご

乱
心
か
と
驚
い
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

全
員
協
議
会
で
は
、
新

図
書
館
の
基
本
構
想
案
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

●
新
図
書
館
像
と
し
て
、

①
学
び
の
拠
点
と
な
る
図

書
館
②
市
民
が
く
つ
ろ
ぎ

安
げ
る
図
書
館
③
サ
ー
ビ

ス
が
行
き
届
い
た
図
書
館

④
木
の
良
さ
温
か
み
の
感

じ
ら
れ
る
図
書
館
⑤
広
い

市
域
を
カ
バ
ー
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
さ
れ
た

図
書
館
と
し
て
飯
能
ら
し

い
新
図
書
館
を
め
ざ
す
と

し
て
い
ま
す
。

●
建
設
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
、
21
年
に
土
地
取
得

と
図
書
館
設
計
、
22
～
23

年
度
で
建
設
。

●
総
敷
地
面
積
６
６
０
０

㎡
、
建
築
面
積
１
８
０
０

㎡
（
２
階
建
て
を
想
定
し

た
場
合
）
、
駐
車
場
・
駐

輪
場
等
共
用
ス
ペ
ー
ス
４

７
０
０
㎡
、
収
蔵
能
力
３

０
万
冊
、
施
設
内
容
＝
一

般
開
架
室
、
貸
出
カ
ウ
ン

タ
ー
、
調
査
・
相
談
カ
ウ

ン
タ
ー
、
読
書
・
学
習
ス

ペ
ー
ス
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス
、

対
面
朗
読
室
、
録
音
室
、

多
目
的
室
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
室
、
書
庫
、
事
務
室
な

ど
。

《こ
れ
ま
で
の
経
過
》

平
成
11
年
４
月
、
平
岡
レ
ー
ス
の

倒
産
に
と
も
な
い
跡
地
１
万
７
千
㎡

を
土
地
開
発
公
社
が
、
図
書
館

な
ど
の
文
教
ゾ
ー
ン
と
し
て
２
１
億

円
で
購
入
。
16
年
に
「
市
立
図
書

館
内
に
「
新
図
書
館
懇
話
会
」
が

組
織
さ
れ
、
新
図
書
館
の
あ
り
方

が
検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
18
年
２

月
に
報
告
書
が
ま
と
め
ら
れ
、
基

本
構
想
策
定
庁
内
連
絡
会
議
を

設
置
し
、
基
本
構
想
が
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
。
一
方
、
山
手
町
用
地

の
利
用
に
つ
い
て
は
、
16
年
に
土
地

利
用
市
民
会
議
が
設
置
さ
れ
、
18

年
２
月
に
意
見
書
提
出
、
19
年
に

設
置
さ
れ
た
土
地
利
用
審
議
会
で

も
山
手
町
用
地
へ
の
図
書
館
建
設

に
つ
い
て
は
、
了
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
山
手
町
用
地
の
利
用
計

画
案
》

当
初
計
画
よ
り
図
書
館

用
地
を
１
６
０
０
㎡
、
保

育
所
用
地
を
２
０
０
㎡
そ

れ
ぞ
れ
拡
大
、
代
替
地
を

１
６
０
０
㎡
縮
小
し
ま
し

た
。

も
う
す
ぐ
雨
が
く

る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
っ
と
り

と
し
た
紅
葉
を
た

き
火
の
煙
が
あ
わ

く
染
め
て
い
ま
す
。

煙
の
あ
る
風
景
も

い
い
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
た
き
火

を
し
て
は
い
け
な
い
な
ど
と

い
う
無
粋
は
な
ん
と
か
な
ら

な
い
の
で
し
ょ
う
か
▼
24
日

に
開
か
れ
た
「
九
条
の
会
」

全
国
交
流
集
会
で
、
作
家
の

澤
地
久
枝
さ
ん
は
「
私
た
ち

が
い
ま
頑
張
り
た
い
の
は
、

自
分
た
ち
が
ど
う
生
き
て
い

く
か
だ
け
で
な
く
て
、
次
の

世
代
、
そ
の
先
の
世
代
の
た

め
に
ど
う
い
う
社
会
を
残
し

て
い
く
か
で
す
」
と
の
べ
て

い
ま
す
。
子
や
孫
や
、
夫
や

妻
を
誘
っ
て
参
加
す
る
こ
と

で
、
九
条
を
守
る
会
の
参
加

者
の
顔
ぶ
れ
も
質
的
に
も
広

が
っ
て
き
て
き
て
い
る
と
い

い
ま
す
▼
澤
地
さ
ん
は
さ
ら

に
、
九
条
と
生
存
権
を
保
障

し
た
二
五
条
は
一
つ
だ
と
訴

え
ま
し
た
。
そ
の
通
り
だ
と

思
い
ま
す
。
主
な
資
本
主
義

諸
国
の
な
か
で
も
、
国
民
の

生
存
権
と
社
会
保
障
を
う
け

る
権
利
を
規
定
し
て
い
る
国

は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
い
ま

す
。
戦
争
に
費
や
す
お
金
を

社
会
保
障
に
ま
わ
し
た
ら
、

人
間
は
も
っ
と
幸
せ
に
な
れ

る
は
ず
で
す
戦
争
を
し
な
い

国
だ
か
ら
こ
そ
、
国
民
の
生

存
権
を
保
障
す
る
こ
と
が
で

き
る
、
す
ば
ら
し
い
憲
法
だ

と
思
い
ま
す
。
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丸
広
ビ
ル
問
題
で
揺
れ
る
市
長

部
課
長
も
唖
然
！

あ
り
得
な
い
!?

新
図
書
館
整
備
の

基
本
計
画
案
示
す

図書館用地
６６００㎡

保育所用地
２８００㎡

第一小学校側県道



所 得 区 分 現 在 保 険 料 １案 保 険 料 ２案 保 険 料 ３案 保 険 料
生 保 、 老 齢 福 祉 年 金 受 給 者
（住 民 税 非 課 税 世 帯 ）

第 １段 階 １７ ５０円 第 １段 階 １８３２円 第 １段 階 １８３ ２円 第 １段 階 １９ ６６円

住 民 税 非 課 税 世 帯 で 合 計 所 得 ８ ０万 円
以 下

第 ２段 階 １７ ５０円 第 ２段 階 １８３２円 第 ２段 階 １８２ ３円 第 ２段 階 １９ ６６円

住 民 税 非 課 税 世 帯 で 、上 記 以 外 第 ３段 階 ２６ ２５円 第 ３段 階 ２７４８円 第 ３段 階 ２７３ ４円 第 ３段 階 ２９ ４９円

住 民 税 非 課 税 世 帯 か つ 本 人 非 課 税 で 合
計 所 得 ８０万 以 下

第 ４段 階
（軽 減 ）

３２９ ８円
第 ４段 階
（軽 減 ）

３２８ １円
第 ４段 階
（軽 減 ）

３５ ３ ９円

住 民 税 非 課 税 世 帯 か つ 本 人 非 課 税 で 上
記 以 外

第 ４段 階 ３６６５円 第 ４段 階 ３６４ ６円 第 ４段 階 ３９ ３３円

本 人 住 民 税 課 税 で 合 計 所 得 １ ２５万 未 満 第 ５段 階 ４５８１円 第 ５段 階 ４５５ ７円 第 ５段 階 ４５ ２２円
本 人 住 民 税 課 税 で 合 計 所 得 ２ ００万 未 満 第 ６段 階 ５４９７円 第 ６段 階 ５４６ ９円 第 ６段 階 ４９ １６円
本 人 住 民 税 課 税 で 合 計 所 得 ４ ００万 未 満 第 ６段 階 ５２ ５０円 第 ７段 階 ６３８ ０円 第 ７段 階 ５８ ９９円
本 人 住 民 税 課 税 で 合 計 所 得 ６ ００万 未 満 第 ８段 階 ６４ ８９円
本 人 住 民 税 課 税 で 合 計 所 得 ６ ００万 以 上 第 ９段 階 ７０ ７９円

第 ８段 階 ６９２ ７円

３５ ００円

６１ ２５円

４３ ７５円

第 ７段 階

第 ４段 階

第 ５段 階

第 ７段 階
６４１３円

介
護
保
険
制
度
は
、
３

年
ご
と
に
保
険
料
と
事
業

の
内
容
に
つ
い
て
見
直
し

を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

て
、
現
在
、
平
成
２
１
年

か
ら
２
３
年
ま
で
の
第
４

期
飯
能
市
介
護
保
険
・
老

人
福
祉
計
画
（
案
）
の
策

定
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
策
定
委
員
会

（
石
井
道
夫
会
長
）
に
は
、

共
産
党
か
ら
金
子
敏
江
市

議
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

平
成
１
２
年
に
創
設
さ

れ
、
当
時
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
た
「
老
老
介
護
」
や

自
宅
で
親
を
介
護
す
る
た

め
に
職
場
を
去
る
な
ど
の

問
題
を
な
く
し
て
い
く
た

め
に
、
社
会
全
体
で
支
え

よ
う
と
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
が
、
平
成
１
８
年
の
改

悪
で
、
介
護
予
防
の
名
の

も
と
に
「
介
護
取
り
上
げ
」

が
す
す
み
、
必
要
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な

い
な
ど
、
高
齢
者
の
生
活

そ
の
も
の
を
支
え
る
「
介

護
保
障
」
を
ど
う
築
く
の

か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
制
度
を

支
え
る
人
材
の
確
保
も
大

き
な
課
題
で
す
。
過
去
２

回
と
も
「
介
護
報
酬
」
を

引
き
下
げ
た
た
め
に
、
低

賃
金
で
働
か
ざ
る
を
え
な

い
介
護
労
働
者
の
待
遇
改

善
も
待
っ
た
な
し
で
す
。

１
・３
倍
の
負
担
増
に

さ
ら
に
、
第
４
期
の
保

険
料
に
つ
い
て
、
こ
れ
以

上
あ
げ
な
い
で
ほ
し
い
と

い
う
声
に
ど
う
応
え
る
の

か
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と

な
り
ま
す
。
保
険
料
は
、

第
４
段
階
（
本
人
非
課
）

を
基
準
に
す
る
と
第
１
期

（
平
成
１
２
～
１
４
）
は
、

月
額
２
７
７
５
円
（
年
額

３
３
３
０
０
円
）
、
第
２

期
（
平
成
１
５
～
１
７
）

は
、
月
額
３
０
５
０
円

（
年
額
３
６
６
０
０
円
）
、

第
３
期
（
平
成
１
８
～
２

０
）
は
、
月
額
３
５
０
０

円
（
年
額
４
２
０
０
０
円
）

と
、
ス
タ
ー
ト
時
の
１
・

３
倍
の
負
担
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

保
険
料
こ
れ
以
上

上
げ
な
い
で
！

飯
能
市
が
昨
年
行
っ
た

「
高
齢
者
等
実
態
調
査
結

果
」
で
も
、
介
護
保
険
料

に
つ
い
て
、
「
高
額
す
ぎ

る
」
「
介
護
保
険
料
が
ど

ん
ど
ん
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
年
金
生
活
が
苦
し
く

な
る
ば
か
り
。
こ
れ
以
上

あ
げ
な
い
で
」
等
の
記
載

が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
現
在
市

が
示
し
て
い
る
の
は
、
１

８
年
か
ら
の
給
付
費
を
抑

制
し
て
き
た
た
め
に
、
基

金
と
し
て
１
億
８
７
０
０

万
円
あ
る
の
で
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
を
取
り
崩
し
て
新

保
険
料
の
値
上
げ
幅
を
抑

え
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
実
際
の
保
険
料
が

値
上
げ
と
な
ら
な
い
よ
う

市
は
、
介
護
保
険
制
度
へ

の
国
庫
負
担
の
増
額
を
求

め
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
を
含
め
た
あ
ら
ゆ

る
施
策
を
講
ず
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

１
１
月
２
６
日
、
岩
沢

地
区
と
阿
須
地
区
の
自
治

会
長
が
、
見
直
し
さ
れ
る

区
画
整
理
事
業
の
早
期
着

手
と
期
間
短
縮
に
関
す
る

陳
情
を
飯
能
市
長
、
市
会

議
長
に
行
い
、
滝
沢
、
内

沼
、
石
田
の
３
名
の
議
員

も
参
加
し
ま
し
た
。
岩
沢

北
部
・
南
部
地
区
の
区
画

整
理
事
業
は
、
住
民
か
ら

下
水
道
整
備
や
道
路
整
備

の
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
、
事

業
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
市
は
昨
年

か
ら
事
業
の
見
直
し
に
着

手
し
、
来
年
度
か
ら
新
た

な
手
法
で
整
備
が
始
ま
る

事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

岩
沢
地
区
の
自
治
会
長
か

ら
は
下
水
道
整
備
の
遅
れ
、

雨
水
排
水
、
元
加
治
駅
南

口
整
備
な
ど
多
く
の
課
題

を
早
期
に
解
決
す
る
こ
と
、

ま
た
、
阿
須
小
久
保
線
は

阿
岩
橋
架
け
替
え
も
あ
り

阿
須
地
区
の
協
力
が
不
可

欠
と
の
要
望
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

陳
情
の
内
容
は
、

事
業
計
画
が
変
更
に
な
っ

て
も
、
概
ね
２
０
年
の
期

間
を
要
す
る
計
画
と
な
っ

て
い
る
が
、
事
業
費
の
重

点
的
投
入
で
早
期
に
着
工
、

短
期
間
で
整
備
を
完
了
す

る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

２００８年１１月３０日 ＮＯ．１６５０

介
護
保
険
制
度

受
け
る
人
も
支
え
る
人
も
安
心
に

岩沢地区の早期整

備を求め、自治会

長が陳情

歌
声
祭
典
・
東
京
は
24
日

に
、
有
明
コ
ロ
シ
ア
ム
で
行

な
わ
れ
、
約
８
千
人
が
参
加
、

と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

47
年
前
に
高
校
卒
業
後
、

浜
松
労
音
の
コ
ー
ラ
ス
部
に

席
を
置
き
、
歌
さ
え
唄
っ
て

い
れ
ば
何
時
間
で
も
よ
か
っ

た
青
春
時
代
を
過
ご
し
ま
し

た
。
結
婚
し
て
飯
能
に
住
み
、

三
人
の
子
育
て
を
し
な
が
ら

日
本
共
産
党
の
市
議
会
議
員

を
務
め
、
三
輪
自
転
車
に
マ

イ
ク
を
積
ん
で
旗
を
立
て
、

地
域
を
街
頭
宣
伝
し
、
生
活

相
談
も
解
決
し
て
き
ま
し
た
。

若
い
時
の
よ
う
に
歌
を
唄

う
時
間
が
少
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
今
日
の
”
歌
声
祭
典
”

で
５
０
年
ぶ
り
に
若
返
り
ま

し
た
。
子
ど
も
達
の
「
象
列

車
の
歌
声
」
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
達
の
「
な
つ
か
し
い

ロ
シ
ア
民
謡
」
そ
し
て
８
０

歳
を
超
え
た
女
性
の
独
唱
も

「
ひ
ろ
う
」
さ
れ
大
感
激
、

会
場
は
聞
き
役
で
な
く
、
全

員
が
歌
手
と
な
り
有
明
コ
ロ

シ
ア
ム
は
８
千
人
の
大
合
唱

で
圧
巻
！
ま
さ
に
「
歌
声
は

平
和
の
力
」
な
り
、
中
・
高

年
に
支
え
ら
れ
た
祭
典
で
し

た
が
、
元
気
い
っ
ぱ
い
！
楽

し
い
、
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。
浜
松
労
音
の
時
に

唄
っ
た
「
青
年
歌
集
」
を
全

国
の
仲
間
と
合
唱
し
、
懐
か

し
さ
で
胸
に
込
み
上
げ
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。

来
年
は
京
都
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
私
は
京
都
育
ち
な
の

で
、
懐
か
し
い
小
・
中
学
校

も
訪
ね
て
み
た
い
、
京
都
の

観
光
も
し
た
い
、
来
年
の
開

催
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

菅
問
公
弥
子

５
０
数
年
ぶ
り
に

日
本
の
歌
声
祭
典

に
ひ
た
り
大
感
動
！


